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論　文　の　内　容　の　要　旨

本論文では既存コンピュティング環境への影響を最小限に抑えてセキュアドメインを構築するための 2つ

の基盤技術の提案を行い，プロトタイプ実装を通じてその有用性を示している。

まず第 l章で従来のセキュアドメインについて紹介し，その課題を提示している。その解決のために第 2

章でエージェントに基づくドメイン管理機構を提案し，既存コンポーネントへのドメイン管理機構の搭載の

問題を解決している。また，第 3章では，アプリケーション独自のプロトコルで協業するコンポーネントを

グループとし，それを単位としてアクセス制御モデルに基づいて隔離する方式を提案している。これらの二

つの方式の実装の評価を第 4章で行い，その有効性を示している。最後に第 5章でとりまとめている。

審　査　の　結　果　の　要　旨

コンピュータ環境においてドメインのセキュリティを確保することは重要な課題であるが，本論文では

エージェントに基づくドメイン管理機構と，グループに基づくコンポーネント隔離技術によって達成してい

る。これらの方式は正論文ならびに国際会議で発表され，この研究分野で価値ある結果であると評価されて

いる。以上により，本論文は博士論文のレベルにあると認められた。

よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




